
  

    

  

    

発行者：朝日連区地域づくり協議会 （担当 広報委員会）  

安全安心な連区をめざして  発行日：平成 2５年 １１月２５日 

朝日連区地域づくり協議会「役員会」を開催 
 １０月１７日（木）に第３回役員会が開催されました。会は、服部会長の「これまでは

初年度ということで、各部会とも五里霧中という状態で取り組まれてきたと思う。今日は

今までに出てきた意見や感想を出し合って、検討していきたい。また、来年度の総会は、

各種会合の事情から、３月に開きたい」という挨拶から始まりました。 

 この会合では、「事業報告等について」「地域づくり協議会交付金の使途について」「各

部会・広報委員会の報告について」の３つの議題で話し合われました。 

 

１ 事業報告については、１月末までにまとめたい。 

 

２ 交付金の使途では、直営経費（特別交付金）は事務費・会議費と広報委員会に支出し

ている。事業費は「各種事業団体」に年度当初の予算額が配分されている。 

 

３ 各部会の報告         

  ☆ 生活安全部会 ６月の会合ではたくさ

んの課題が出た。１０月末日に会合を開く

が、話題が広範囲にわたるので項目を絞っ

て話し合いたい。 

☆ 福祉部会 敬老会事業が終わったという

ことから、思ったことを出し合った。 

「招待状が事務的すぎる」「初めてということもあり前日・当日の準備にロスがあっ

た」「記念品は良かったが、ソフトあられとかカステラ等はどうか」「アトラクション

の前座は、音が大きすぎて耳をふさいでいる人がいた」等の活発な意見が出た。 

☆ 健康づくり部会 「あゆつかみ体験」「親子で飛ばそうペットボトルロケット」が

終わって、８月に会合を持ち意見交換をした。 

「各役員さんご苦労様さまでした、特に意見はありません」と言う方が多かった。 

「もし、中身についてこうしたらどうかという意見があったとして、それが今後どの

ように扱われるのかわからない」「参考意見として出すしかないが、方向がはっきり

していないので、どう意見を出したらよいかわからない」というような意見もあった。 

☆ 広報委員会 「毎月１回集まって、次号の発刊に向けて、少しでも多くの人に読ん



で貰えるような内容を目指して検討をしている。今後は、地域づくり協議会の活動

内容や連区の出来事を幅広く分かりやすくＰＲするため、当分は写真ニュースでい

いと思っている」 

                        

４ 部会報告後の話し合い 

・ 地域づくり協議会を推進するために、何か大きな目標が欲しい。 

・  目標とする事業として、具体的には「道の駅」とか「青パト」「 -バスの運営」等考

えてみたらどうだろう。 

・ 将来部会が事業母体になるようにしないと、組織と実行母体が別々で、部会は言う

だけになってしまう。  

・ 新しい事業をやろうとすると、役員さんの任期という問題がある。継続して進める

ためには組織と人材が必要で、現状では組織作りが大変である。 

・ 市内で協議会が揃う２７年度が一つの区切りになる。今はじっくりと問題を検証す

る段階だと思われる。 

のご紹介  

「ゆっくりのばして体づくり」が１０月

１５日の講座の内容でした。約６

０名の方々が笑顔で参加し、普段

使わない筋肉へ刺激を与えて、体

を若返らそうと無理せずにゆっく

りと運動していました。この学級

は、その他に「コンサート」や「落

語を聞く会」「社会見学」等で楽し

めるように工夫されています。 

                        のご紹介 

９月から始まった講座で、右の写真

は１０月９日の「サックスとピアノのコ

ンサート」という講座です。サックスの

リードを吹く体験をする場面もあり

ました。この他に、「やさしい俳句の

作り方」とか実技「太極拳で若さと健

康を保とう」「社会見学」もあり、女

性学級と同様に変化があって楽しめ

るプログラムになっています。 

☆  参 加 者 の 感 想 「 高 齢 者 が 多      

いけど、何でもっと若い人も参加しないのだろう。もったいないなあ！」 


